
 

 

 

 

 

 

Ⅴ 第 1 回「釧路川流域委員会」での意見に対する検討方針 
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各委員の意見等の検討方針(案) 

区分 各委員の意見等 検討方針(案) 
• • 

• 

資 料 Ⅲ － ２ － ８ の 土 地 利 用 状 況 で 、 「 原 野 」 の 部 分
が 減 少 し て き て お り 、湿 原 は 原 野 に 入 る の か 、そ れ
と も 、「 そ の 他 」 の 部 分 が 増 加 し て い る の で そ の 他
の 区 分 に 入 る の か 。  

統計値の出所 (各市町村 )に依
存しており、ほぼ「原野」に
計上されている。但し、課税
上の地目区分に基づいている
ため、厳密に「湿原」という
概念・定義の分類はされない。
(P.Ⅴ-4参照) 

H11 に原野が大きく減ってい
るのは、鶴居村の変化による。
鶴居村では、H8 から H11 にか
けて無番地の原野をその他に
数値を移行しており、集計上の
区分が変更になったためであ
る。  

流
域
及
び
河
川
の
概
要
に
つ
い
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•  

•  

• 屈 斜 路 湖 は 道 の 管 理 で 、塘 路 湖 や 湿 原 内 の 湖 沼 は 国
が 管 理 し て い る と い う こ と で あ る が 、釧 路 川 水 系 の
中 で 小 さ い 河 川 を 含 め て ど こ が 、ど の よ う に 管 理 し
て い る の か を わ か る よ う に し て 欲 し い 。  
河 川 管 理 の 実 態 は な か な か 見 え に く く 、管 理 の 区 分
や 管 理 の 態 様 に よ っ て も 異 な っ て お り 、情 報 と し て
も な か な か 明 解 な 形 で 示 す こ と が 難 し い 部 分 だ と
は 思 う が 、地 域 の 人 に 分 か り や す い よ う な 形 で の 情
報 の 整 理 を し て 欲 し い 。  

管理区分図を作成する。(P.Ⅴ-5、
Ⅴ-6参照) 

•  

•  

• ふ る さ と の 川 整 備 計 画 で は 、主 と し て 河 岸 の 整 備 と
い う こ と に な る と 思 う が 、現 状 の 釧 路 川 の 下 流 部 と
い う の は Ｂ Ｏ Ｄ が 相 当 高 く 非 常 に 水 質 が 悪 い の で 、
河 岸 整 備 に 当 た っ て は 、ま ず そ う い う 水 質 を ど う い
う ふ う に 浄 化 し て い く の か 、ま た 、上 流 か ら の 問 題
も あ わ せ て 考 え る 必 要 が あ る の で は な い か 。魚 が 住
め な い よ う な 水 質 で は 河 岸 の 船 着 き 場 や 魚 釣 り 場
を 設 置 し て も 役 に 立 た な い の で 、末 長 く 有 効 に 活 用
で き る よ う な 整 備 の 仕 方 を 考 え て 欲 し い 。  
幣 舞 橋 の 下 の 環 境 基 準 値 は 、 Ｅ 類 型 に な っ て い る
が 、 こ の Ｅ 類 型 と い う の は 、 最 悪 の 状 態 の 基 準 で 、
い わ ば 実 態 的 に は 規 制 か ら 野 放 し に な っ て い る 。道
の 委 員 会 等 で も 、Ｅ 類 型 を Ｂ あ る い は Ｃ に 格 上 げ す
る よ う 要 請 し て お り 、実 際 の 水 質 は Ｂ 類 型 に 近 い 形
に な っ て い る こ と か ら 、こ の 流 域 委 員 会 の 中 で も 取
り 上 げ て 欲 し い 。  

類型見直しに関し、北海道(環境生活
部環境保全課)では、平成６年環境庁
通知に基づき、現在の水質が水域類
型の上位の類型に係る基準値を達成
し、この状態が継続している水域に
ついては、現在、全道的に見直しを
進めているところである。(P.Ⅴ-7参
照) 

•  

•  

• ふ る さ と の 川 の 下 流 部 分 の 治 水 に 関 し て は 、降 雨 に
よ っ て 川 が 氾 濫 す る と い う こ と は 千 年 経 っ て も 無
い と 思 う が 、 高 潮 と 津 波 に 対 す る 対 策 に つ い て は 、
全 く 無 防 備 だ と 思 う 。近 年 、末 広 町 も 冠 水 し て い る
の で 、こ の 高 潮 を 十 分 考 慮 し て 部 会 等 で 検 討 し て 欲
し い 。  
岩 保 木 か ら 下 流 は 、 干 潮 、 満 潮 に よ っ て 川 が 逆 流 す
る 感 潮 水 域 と な っ て い る の で 、 観 光 を 考 え る 面 で
も 、 そ う い う こ と を 十 分 考 慮 に 入 れ て 欲 し い 。  

現在実施中の釧路川改修工事
では、既往最大である十勝沖地
震の津波を考慮して築堤高を
決めており、一部では施工を完
了している。（参考図：キャッ
スルホテル前における計画例、
P.Ⅴ-8参照） 

釧
路
川
下
流
域
の
検
討
方
法
に
つ
い
て 

•  • 岩 保 木 水 門 は 、港 湾 に 土 砂 が 流 入 す る と い う こ と で
閉 め て 運 河 を 造 っ た が 、８ ０ 年 経 過 し た 中 で 、あ の
区 域 で １ つ の 自 然 体 と い う も の が 形 成 さ れ 、貴 重 な
イ ト ウ な ど の 生 物 に つ い て も 、そ れ な り の 自 然 環 境
の 中 で 形 成 さ れ て い る こ と も 十 分 考 慮 し て 検 討 し
て 欲 し い 。  

整備計画原案を作成する中で
検討すべき課題であり、今後、
流域委員会の中で議論する。  
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区分 各委員の意見等 検討方針(案) 
•  • 上 流 部 の 方 の 本 流 、そ れ か ら ま た 支 流 部 分 に つ
い て も 、落 差 工 に 魚 道 の 整 備 を し て サ ケ 科 の 魚
が 遡 上 で き る よ う に し て 欲 し い 。  

今後、整備計画原案を検討していく中で、
必要に応じて魚道設置についても考慮し
ていくことなる。なお、現時点で支川につ
いて調査したところ、落差工は９箇所ある
がそのうち８箇所については魚道を設置
済であり、最栄利別川の１箇所について
は、１５年度以降（１５年度予算要望中）
に施工予定である。(P.Ⅴ-9釧路川水系魚道
設置状況図 参照) 

•  • 委 員 会 で 議 論 す る と き に 、上 流 、中 流 、下 流 の
地 域 に よ っ て 、重 視 す べ き 治 水 と 利 水 と 環 境 と
い う タ ー ム が 異 な っ て く る と 思 う 。 た と え ば 、
上 流 で あ れ ば 原 水 を き れ い に し て 環 境 保 全 を
す る と か 、中 流 は 農 業・産 業 の 振 興 を は か る な
ど の タ ー ム に な り 、下 流 で は 都 市 内 の ウ オ ー タ
ー フ ロ ン ト 的 な 感 じ だ と か 、 公 園 の 感 じ だ と
か 、観 光 客 や 都 市 内 の 人 々 も 楽 し め る こ と が で
き る だ と か 、場 所 や 地 域 に よ っ て 利 水・ 治 水 ・
環 境 の 意 味 合 い が 少 し 違 っ て く る の か も し れ
な い 。環 境 の 側 面 で 見 れ ば 、上 流 、中 流 、下 流
も 大 事 な 話 で あ る と い う よ う に 、何 か そ う い う
マ ト リ ッ ク ス 的 に 整 理 し た も の が あ っ た 方 が
よ い の で は な い か 。  

今後、釧路川水系の現状と課題を整
理していく中で、左記の指摘事項に
ついて整理する。 

•  • 

• 

部 会 で 下 流 域 の こ と を 早 急 に 検 討 し よ う と す
る と き に 、釧 路 川 全 域 に わ た る グ ラ ン ド デ ザ イ
ン と い う も の が 忘 れ ら れ る と 、こ れ は も う ナ ン
セ ン ス だ と 思 う 。 釧 路 川 全 体 を ど う す る の か 、
あ る い は ど う 見 る の か 、ど う 考 え る の か と い う
こ と が や っ ぱ り 基 盤 に な る べ き だ と 思 う 。例 え
ば 、ダ ム の 全 く な い と い う の は １ つ の 特 徴 で あ
り 、 そ れ を 生 か し て カ ヌ ー 等 で 使 わ れ て い る 。
部 会 で は 、個 々 の パ ー ト で 技 術 論 的 な こ と を 検
討 す る こ と は 良 い が 、流 域 委 員 会 と し て は 、そ
れ ぞ れ の 技 術 だ け の 問 題 で は な い し 、各 流 域 自
治 体 の い わ ば 利 害 的 な 問 題 だ け で は な く 、全 体
に わ た っ て 景 観 を ど う す る の か と か 、も っ と 広
い 意 味 の 技 術 的 な 問 題 も 含 め た グ ラ ン ド デ ザ
イ ン を 我 々 は 考 え て い く 必 要 が あ る の で は な
い か 。  

流域のグランドデザインを検討する。(第
Ⅴ章参照) 
下流域の部会の先行に関しては、委員会
での議論との連携を密にして、不整合の
無いような運営を行う。 
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川
整
備
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全
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に
対
し
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•  • 

• 

• 

今 回 、道 の 方 と 開 発 局 の 方 と 初 め て 一 緒 に 整 備
計 画 作 り を 行 う と い う こ と だ っ た が 、先 ほ ど か
ら の 討 議 を 聞 い て 、別 々 に や っ て い る の と ど こ
が 違 う の か な と い う 印 象 を 正 直 受 け て い た 。こ
の 釧 路 川 流 域 委 員 会 つ い て 、道 と 開 発 局 と の 取
り 組 み と 、湿 原 再 生 の 会 議 と 下 流 の 取 り 組 み と
の 、一 緒 に 行 う リ ン ク の 仕 方 に つ い て 教 え て 欲
し い 。ま た 、川 の 周 り に 住 む 人 た ち 、地 場 の 産
業 と か 、文 化 と か 、教 育 と か に 根 づ い た 方 た ち
の 意 見 や 取 り 組 み を こ の 委 員 会 の 議 論 に つ な
げ て い け る よ う に し て 欲 し い 。  

湿原再生の会議では、整備計画策定時に
当然議論されなければならない事項を、
より専門的に、かつ河川に限らず広範囲
にわたり、長期的視点に立ったフルスケ
ールの計画として独自に検討を進めてき
たものである。したがって、その計画内
容については、今回の整備計画に取り込
むことができるものと次期整備計画以降
で検討すべきものや他の事業計画で取り
組むものに区分され、前者については整
備計画に反映させる。 
国および道の管理に関係なく、水系
一体で河川整備計画を策定してい
く。釧路川下流域については、先行
して工事を行っているため、河川整
備計画策定を早期に進める。 
様々な方の意見の聴取方法につい
ては、今後、検討する。 
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区分 各委員の意見等 対応方針(案) 

 •  • 釧路地方は酪農王国で、過去にいろんな問題も出て
きているが、できれば釧路支庁の農業の方が部会の
ときだけでも参加して、一緒になって考えたり、あ
るいは理解してもらうようなそういう機会ができな
いかと考えている。 

農業等の関係機関の参加については、流域委員会
の枠組みの中で連携をはかるのではなく、別途行
政サイドにおいて密接な連携のもとに調整を図っ
ていく。 

 

 

 



検討方針資料
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流域の土地利用状況 
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図 2-11 流域の土地利用状況（関連市町村＊合計値） 
出典：「北海道市町村勢要覧」 

※関連市町村＊：釧路市、釧路町、鶴居村、標茶町、弟子屈町 
（阿寒町は、占有比率の関係から省略） 

 
－第１回 釧路川流域委員会資料より抜粋－ 

 
本データの出典は、「北海道市町村勢要覧」に基づき、各統計数値の出所は各市町村から提示される

集計値に依存している。ここでの「湿原」は、ほぼ「原野」に計上されている。 
ただし、この土地利用区分は各市町村における固定資産税課税上の地目区分に基づいていることか

ら、厳密な意味で「湿原」という概念・定義での分類は行われていない。 
 

このなかで原野がH9年からH11年に大きく減少しているのは鶴居村であり、固定資産上の地目区分で、
H9 年では湿原内の地番の存在しない地目を原野にしていたが、H11 年ではその他に変更したためであ
る。なお、H9 年を H11 年と同じ考えで分けた場合、73.94 ㎞ 2が原野からその他の区分に変更となり、
原野の面積は 58.41 ㎞ 2となることから、H11 年の原野 58.31km2とほとんど変化がないといえる。 
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一級河川の管理は原則として国土交通大臣が行うが、区間と事項を定めて都道府県知事に管理事務の一部を委

託している。主な管理区分は以下の通りである。 
指定区間外区間 指定区間内 

項        目 国土交通大臣 

の 行う 管理 

都道府県知事 

の 行う 管理 

国土交通大臣 

の 行う 管理 

都道府県知事 

の 行 う管 理 

河川整備基本方針の策定及び変更 ○  ○  

河川整備計画の策定及び変更 ○   ○ 

河川台帳（水利台帳）の調製保管 ○  ○  

ダム、水門、樋門樋管、堤防護岸等の河川管理施設の維持管理 ○   ○ 

河川区域、河川保全区域、河川予定地、河川立体区域、河川保全立体区域及び河川予

定立体区域の指定 
○   ○ 

ダム、水門、閘門、橋その他工作物の新築等で治水上影響が著しいと認められるもの

に係わる許可等 
○   ○ 

流水占用、土地占用、土砂等の採取、工作物の新築、土地の掘削等の許可等の処分 ○   ○ 

河川保全区域、河川予定地における土地の掘削の許可等 ○   ○ 

兼用工作物の工事等の協定の締結 ○   ○ 

調査、工事等のための立ち入り等 ○   ○ 

廃川敷地等の管理 ○   ○ 

河川工事の施行 ○   ○ 

特別な場合の改良工事   ○  

指定区間外の一級河川の改良工事の施工に伴い必要を生じた河川工事で当該改良工事

と一帯として施工する必要があるものを施工すること（２条７号区間） 
  ○  

異常渇水時における水利使用の調整に関するあっせん又は調停 ○  ○  

異常渇水時の水融通の承認 ○  ○  

特定水利使用に関する許可（流水の占用、土地占有、工作物の新築、土石等の採取、

土地の掘削等を含む）等 

・発電のためにするもの 

・取水量が１日につき最大2500m3以上又は給水人口が１万人以上の水道のためにする

もの 

・取水量が１日につき最大2500m3以上の鉱工業水道のためにするもの 

・取水量が１秒につき最大1m3以上又は灌漑面積が300ha以上のかんがいのためにする

もの 

○  ○  

洪水時等における緊急措置 ○   ○ 

緊急時における利水ダムの洪水調節のための指示 ○  ○  

洪水予報指定河川：洪水のおそれがあると認められるときは、気象庁長官と共同して、

その状況を水位又は流量を示して関係都道府県知事に通知するとともに、必要に応じ

報道機関の協力を求めて、これを一般に周知させる（釧路川では本川が対象）。 

○    
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環境基準類型指定に係る手続きについて 

 

１．環境基準 

環境基準とは、環境基本法第１６条による公共用水域の水質汚濁に係る環境上の条件  に

つき人の健康を保護し生活環境を保全するうえで維持することが望ましい基準（昭和 ４

６．１２．２８環告５９） 

 

２．類型指定見直しに係る手続き 

 
      前年度までに指定すべき水域を決定 
            ↓ 
      環境科学研究センター（以下センター）と採水調査計画について打ち合わせ 
            ↓ 
      採水調査の要綱決定（回数・調査等） 
            ↓ 
      採水作業等について支庁と打ち合わせ 
            ↓ 
      市町村への類型見直しに係る説明及び周辺基礎データの提供依頼 
      （人口、特定施設、農業、その他汚濁負荷量） 
            ↓ 
      現地における採水調査（センター、支庁、本庁）の実施 
            ↓ 
      基礎データ、調査データをもとにセンターで予測解析 
      ※汚濁負荷の実態により、１年で解析できる場合あるいは２年にわたる場合がある 
            ↓ 
      類型見直し案策定（センター、本庁） 
            ↓ 
      知事から環境審議会へ諮問 
            ↓ 
      環境審議会水環境保全部会の開催通知 
            ↓ 
      部会開催。類型見直し案の承認 
            ↓ 
      審議会から知事への答申 
            ↓ 
      答申に基づき、知事による決定。広報登載 
            ↓ 
      環境省へ報告 

 

 

 

 



 

 

下流域の高潮対策 

 
 

S  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十勝沖津波水位 

高潮+打上波高 

HWL  

築堤高(HWL+余裕高) 

現況地盤 

物揚場(港湾施設)
計画築堤(河川施設) 

T.P ‐5m

T.P 0m

SP1300(左岸) 

30m 10m 20m 
 

図  築堤の計画例(SP1300 付近)  

本計画では、①ＨＷＬ＋余裕高(1.0m)、②高潮＋打上波高、③津波の既往最大(十勝沖：

S27.3.4)水位の３ケースを比較し、３つの条件を満たす①の条件により、築堤を設置する

計画となっています。
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※床止等の前面部で河床低下により
遡上困難となっている箇所は、今後
検討を行っていく。 

魚類の遡上が困難

と思われる箇所 

魚道設置済み 
(オソベツ川：1基)

釧路川水系魚道設置状況図 

 

 

魚道設置予定 
(最栄利別川：1基) 

 

 

魚道設置済み 
(雪裡川：1基) 

魚道設置済み 
(茂雪裡川：3基)

魚道設置済み 
(幌呂川：4基)
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